
地域の「知」を核とした
北東北３県

岩
手
大
学
・
岩
手
県
立
大
学
車
産
業
高
度
化
に
貢
献

岩手大学工学部付属ものづくりエンジニアリ
ングファクトリー　高度試作加工センター

岩
手
県
立
大
学
い
わ
て
も
の
づ
く
り
・
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
融
合
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
を
養
成

産
学
連
携
★
★
★
北
秋
田
Ｗ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｇ
Ａ
協
同
組
合

　
秋
田
県
内
陸
北
部
に
位
置

す
る
北
秋
田
市
は
、
出
荷
額

が
全
国
ト
ッ
プ
の
珪
藻
土
の

け
い
そ
う
ど

産
地
。
地
元
で
は
地
域
資
源

と
な
る
珪
藻
土
を
活
用
し
た

製
品
開
発
が
産
学
官
連
携
で

進
ん
で
い
る
。

　
同
市
内
の
縫
製
企
業
４
社

で
構
成
す
る
北
秋
田
Ｗ
Ａ
Ｔ

Ｏ
Ｇ
Ａ
協
同
組
合

北
秋
田

市
、
篠
原
康
夫
代
表
理
事

は
、
珪
藻
土
を
使
っ
た
冷
却

グ
ッ
ズ
「
ひ
ん
や
り
ビ
ー

ズ
」
を
開
発
し
た
。
珪
藻
土

を
使
っ
た
製
品
の
性
能
評
価

な
ど
で
秋
田
大
学
と
連
携
し

て
い
る
。
今
年
７
月
か
ら
ネ

ッ
ト
な
ど
を
活
用
し
て
す
で

に
販
売
に
着
手
し
て
い
る
。

　
珪
藻
土
は
二
酸
化
ケ
イ
素

が
主
成
分
で
、
多
孔
質
で
吸

水
性
・
吸
湿
性
に
優
れ
た
特

性
な
ど
を
持
つ
。
同
組
合
の

「
珪
藻
土
ア
イ
テ
ム
」
の
開

発
と
販
売
事
業
は
、
今
年
２

月
に
中
小
企
業
地
域
資
源
活

用
促
進
法
に
基
づ
く
認
定
を

受
け
た
。

　
昨
年
度
、
同
組
合
は
地
域

総
合
整
備
財
団
の
補
助
事
業

を
活
用
し
、
冷
却
タ
オ
ル

「
珪
涼
玉

ひ
ん
や
り
だ

ま

」
を
開
発
、
今
回
の
ひ

ん
や
り
ビ
ー
ズ
は
、
改
良
を

重
ね
た
も
の
。
ひ
ん
や
り
ビ

ー
ズ
は
球
形
に
加
工
さ
れ
た

珪
藻
土
を
、
袋
状
に
縫
製
さ

れ
た
メ
ッ
シ
ュ
の
中
に

―

を
入
れ
る
。
水
に
つ
け

て
か
ら
首
に
巻
い
て
使
用
す

る
。
涼
感
は
約
２
時
間
持
続

す
る
と
い
う
。
今
年
度
内
に

は
一
段
の
改
良
に
取
り
組

む
。

　
冷
却
グ
ッ
ズ
の
用
途
開
発

で
は
、
牛
な
ど
暑
さ
に
弱
い

家
畜
向
け
と
し
て
畜
産
関
連

施
設
で
の
利
用
も
見
込
む
。

同
組
合
の
鈴
木
和
浩
プ
ロ
モ

ー
タ
ー
は
「
今
後
も
連
携
を

広
げ
て
い
く
」
と
し
、
学

の
評
価
技
術
な
ど
「
知
」
の

活
用
を
強
調
す
る
。

珪藻土使い製品開発

開発した「ひんやりビーズ」

岩手
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世
界
を
視
野
に

　
新
学
部
の
特
色
と
し
て
は

英
語
に
よ
る
専
門
教
育
の
実

施
、
海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ

鉱
山
実
習

の
必
修
化

な
ど
に
よ
り
、
世
界
の
資
源

フ
ィ
ー
ル
ド
で
活
躍
す
る
人

材
養
成
に
力
を
入
れ
る
と
い

う
。
海
外
で
の
鉱
山
実
習
は

数
週
間
か
ら
１
カ
月
の
期
間

を
検
討
し
て
い
る
。
ま
た
専

門
教
育
で
は
資
源
国
の
法
経

制
度
や
国
際
法
・
各
国
政
治

制
度
の
知
識
を
習
得
さ
せ

る
。
政
策
や
文
化
に
精
通
す

る
な
ど
「
資
源
交
渉
を
行
う

タ
フ
な
人
材
を
育
成
」

総

務
課

す
る
視
点
も
あ
る
と

い
う
。

　
新
学
部
創
設
に
先
立
ち
秋

田
大
は
、
文
部
科
学
省
の

年
度
「
博
士
課
程
教
育
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
型

の
一

つ
に
採
択
さ
れ
た
。
プ
ロ
グ

ラ
ム
名
は
「
レ
ア
メ
タ
ル
等

資
源
ニ
ュ
ー
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

リ
ー
ダ
ー
養
成
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
。
事
業
期
間
は
７
年
間

を
予
定
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
資
源
の
専
門
性
と
応
用

力
、
実
践
力
を
習
得
し
た
グ

ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

を
目
的
と
し
て
い
る
。
東
京

大
学
、
東
北
大
学
、
オ
タ
ワ

大
学
、
バ
ン
ド
ン
工
科
大

学
、
東
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
大
学

な
ど
国
内
外
の
大
学
な
ど
と

も
連
携
す
る
。
新
学
部
の
設

置
は
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
基
礎

と
な
る
国
際
的
な
学
部
教
育

を
実
施
す
る
狙
い
も
あ
る
。

　
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
継
続
性

に
つ
い
て
は
、

年
４
月
の

設
置
を
目
指
す
国
際
資
源
学

部
に
続
き
、

年
度
に
新
設

を
目
指
す
「
国
際
資
源
学
研

究
科

仮
称

」
が
全
面
的

に
引
き
継
ぐ
計
画
。
将
来
を

見
据
え
て
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー

ダ
ー
の
養
成
に
力
を
入
れ
る

考
え
だ
。

　
国
際
資
源
学
部
の
創
設

は
、
東
北
経
済
連
合
会
の

年
度
政
府
予
算
に
関
す
る
要

望
で
、
継
続
的
な
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
創
出
に
つ
な
が
る

先
端
的
研
究
機
能
・
施
設
等

の
整
備
の
一
つ
と
し
て
盛
り

込
ま
れ
た
。
世
界
を
リ
ー
ド

す
る
教
育
研
究
拠
点
の
整
備

の
実
現
に
東
北
の
経
済
界
も

目
を
向
け
る
。
現
在
、
秋
田

大
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
な
ど
構

想
の
細
部
を
詰
め
て
お
り
、

新
学
部
設
置
へ
の
準
備
を
進

め
て
い
る
。
地
域
経
済
に
一

段
の
厳
し
さ
が
あ
る
中
、

「
資
源
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

地
域
を
盛
り
上
げ
、
新
た
な

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
に
取

り
組
も
う
と
し
て
い
る
。

技
術
力
底
上
げ

　
自
動
車
関
連
産
業
の
集
積

が
進
む
岩
手
県
。
競
争
力
強

化
に
向
け
て
、
こ
れ
ま
で
も

県
内
の
自
動
車
産
業
の
技
術

力
の
底
上
げ
に
貢
献
し
て
き

た
岩
手
大
学
や
岩
手
県
立
大

学
の
役
割
は
こ
れ
ま
で
以
上

に
高
ま
り
そ
う
だ
。
鋳
造
や

金
型
、
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
な
ど

自
動
車
関
連
分
野
の
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
支
え
る
。

　
ト
ヨ
タ
自
動
車
東
日
本

宮
城
県
大
衡
村

が
エ
ン

ジ
ン
工
場
「
宮
城
大
和
第
３

工
場
」
を

日
稼
働
さ
せ

た
。
ト
ヨ
タ
グ
ル
ー
プ
と
し

て
東
北
初
の
エ
ン
ジ
ン
工
場

で
、
小
型
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車

「
ア
ク
ア
」
に
供
給
す
る
１

５
０
０
ｃ
ｃ
エ
ン
ジ
ン
を
年

約

万
基
生
産
し
、
岩
手
工

場

岩
手
県
金
ケ
崎
町

に

供
給
す
る
計
画
だ
。
７
月
に

発
足
し
た
ト
ヨ
タ
自
動
車
東

日
本
は
「
世
界
一
の
コ
ン
パ

ク
ト
車
づ
く
り
」
を
掲
げ
て

お
り
、
コ
ス
ト
削
減
や
新
技

術
の
開
発
な
ど
で
地
域
の
大

学
や
研
究
機
関
に
寄
せ
る
期

待
は
大
き
い
。

　
エ
ン
ジ
ン
工
場
の
ラ
イ
ン

オ
フ
式
で
、
白
根
武
史
社
長

は
「
今
回
の
ア
ク
ア
エ
ン
ジ

ン
の
組
み
立
て
開
始
に
よ

り
、
ユ
ニ
ッ
ト
か
ら
車
両
生

産
ま
で
一
貫
し
て
東
北
で
生

産
で
き
る
体
制
が
構
築
で
き

た
。
コ
ン
パ
ク
ト
車
づ
く
り

に
磨
き
を
か
け
、
東
北
復
興

に
微
力
な
が
ら
貢
献
し
た

い
」
と
述
べ
た
。
こ
れ
ま
で

も
白
根
社
長
は
「
世
界
と
戦

え
る
コ
ン
パ
ク
ト
車
を
作
り

続
け
る
」
と
繰
り
返
し
て
き

た
が
、
そ
の
鍵
を
握
る
の
が

「
コ
ス
ト
競
争
力
」
と
「
世

界
を
リ
ー
ド
す
る
新
技
術
の

開
発
」
だ
。

産
官
学
で
研
究

　
ト
ヨ
タ
自
動
車
東
日
本
発

足
前
か
ら
東
北
地
方
の
産
官

学
が
連
携
し
て
、
部
品
や
生

産
設
備
の
改
善
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
研
究
開
発
を
行
っ
て
き

た
。
岩
手
大
学
工
学
部
は

「
融
合
も
の
づ
く
り
研
究
セ

ン
タ
ー
」
、
「
も
の
づ
く
り

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
フ
ァ
ク

ト
リ
ー
」
を
中
核
に
次
世
代

の
自
動
車
に
求
め
ら
れ
る
新

技
術
の
開
発
な
ど
に
取
り
組

ん
で
き
た
。

　
「
融
合
も
の
づ
く
り
研
究

セ
ン
タ
ー
」
は
得
意
と
す
る

金
型
と
鋳
造
、
デ
バ
イ
ス
の

研
究
分
野
に
特
化
し
、
融
合

化
し
た
研
究
開
発
を
行
う
目

的
で
設
立
さ
れ
た
。
個
別
技

術
の
高
度
化
の
ほ
か
、
新
産

業
・
新
製
品
の
創
出
、
地
域

連
携
融
合
型
の
モ
ノ
づ
く
り

拠
点
の
構
築
を
目
指
し
て
い

る
。
同
セ
ン
タ
ー
は
３
つ
の

研
究
分
野
ご
と
の
付
属
技
術

研
究
セ
ン
タ
ー
を
持
つ
。

　
金
型
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー

は
、
金
型
分
野
の
技
術
研
究

の
高
度
化
を
目
指
し
た
日
本

初
の
ユ
ニ
ー
ク
な
研
究
機
関

だ
。
岩
手
県
北
上
市
に
あ
る

「
新
技
術
応
用
展
開
部
門
」

で
は
同
市
の
支
援
を
受
け
な

が
ら
、
地
域
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
た
金
型
の
技
術
研
究
開
発

を
行
っ
て
き
た
。
こ
こ
で
は

数
十

の
形
状
を
持
つ
金

型
の
量
産
化
を
目
指
し
て

「
微
細
超
精
密
プ
レ
ス
技

術
」
や
「
マ
イ
ク
ロ
成
形

機
」
の
研
究
開
発
を
行
っ
て

い
る
。

　
鋳
造
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー

も
金
型
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー

と
同
様
に
本
部
を
盛
岡
市
に

置
く
一
方
、
南
部
鉄
器
の
本

場
、
岩
手
県
奥
州
市
水
沢
地

区
に
サ
テ
ラ
イ
ト
を
設
置
し

た
。
鋳
鉄
鍛
造
分
野
で
は
従

来
よ
り
も
優
れ
た
じ
ん
性
、

高
い
強
度
、
切
削
性
、
耐
摩

耗
性
を
持
つ
高
機
能
・
複
合

型
の
強
靱
鋳
鉄
の
開
発
と
、

自
動
車
部
品
へ
の
応
用
を
目

指
し
て
い
る
。

　
複
合
デ
バ
イ
ス
技
術
研
究

セ
ン
タ
ー
で
は
大
学
が
持
つ

表
面
・
界
面
技
術
、
薄
膜
二

次
電
池
技
術
、
薄
膜
半
導
体

技
術
を
活
用
し
た
プ
リ
ン
ト

配
線
基
板
、
固
体
薄
膜
リ
チ

ウ
ム
イ
オ
ン
二
次
電
池
、
有

機
半
導
体
デ
バ
イ
ス
の
開
発

に
取
り
組
ん
で
き
た
。
こ
れ

ら
三
つ
の
技
術
研
究
セ
ン
タ

ー
が
地
域
企
業
と
連
携
し
な

が
ら
、
モ
ノ
づ
く
り
企
業
の

技
術
力
向
上
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

県
も
拠
点
設
立

　
一
方
、
岩
手
県
と
岩
手
県

立
大
学
、
い
わ
て
組
込
み
シ

ス
テ
ム
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
は

「
い
わ
て
も
の
づ
く
り
・
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
融
合
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
セ
ン
タ
ー
」
を
設
立

し
、
製
造
業
の
生
産
性
や
付

加
価
値
向
上
に
寄
与
す
る
研

究
開
発
を
進
め
て
き
た
。
岩

手
県
は
自
動
車
、
半
導
体
産

業
を
中
核
に
据
え
て
産
業
の

集
積
を
行
っ
て
き
た
が
、
モ

ノ
づ
く
り
の
基
盤
を
担
う
ソ

フ
ト
・
ハ
ー
ド
技
術
の
高
度

化
が
急
務
だ
っ
た
た
め
だ
。

　
こ
こ
で
は
産
業
の
生
産
性

と
高
付
加
価
値
に
つ
な
が
る

共
同
研
究
、
さ
ら
に
ハ
ー
ド

が
分
か
る
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
人

材
の
育
成
を
行
っ
て
き
た
。

同
セ
ン
タ
ー
内
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
走
行
環
境
を
疑
似
体
験

で
き
る
「
リ
ア
ル
タ
イ
ム
運

転
シ
ュ
ミ
レ
ー
タ
装
置
」

や
、
製
品
の
立
体
的
デ
ザ
イ

ン
、
津
波
防
災
な
ど
へ
の
応

用
も
期
待
さ
れ
て
い
る
「
三

次
元
実
験
室
」
な
ど
も
設
置

し
て
、
地
域
企
業
や
他
大
学

に
も
開
放
し
て
き
た
。

　
自
動
車
産
業
関
連
を
中
心

に

以
上
の
研
究
テ
ー
マ
を

あ
が
っ
て
お
り
、
「
東
北
を

基
盤
に
世
界
と
戦
え
る
コ
ン

パ
ク
ト
車
づ
く
り
」
を
目
指

す
ト
ヨ
タ
自
動
車
東
日
本
な

ど
ト
ヨ
タ
グ
ル
ー
プ
か
ら
の

期
待
も
大
き
い
。
岩
手
県
内

の
各
大
学
は
企
業
の
要
請
に

応
え
な
が
ら
、
現
地
調
達
率

の
拡
大
な
ど
企
業
が
抱
え
る

課
題
解
決
型
の
研
究
開
発
を

進
め
る
方
針
だ
。


